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．仕様１

１.１ 仕様一覧

機 種 名 「快洗Ｊｒ．２００」

ＡＷ－３１００型 式

本体外形寸法 高さ １２８０ｍｍ

幅 ７５０ｍｍ

奥行き ５８０ｍｍ

※突起物含まず

重 量 約１５０ｋｇ（乾燥状態）

電 源 三相ＡＣ２００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ

Ｄ種設置工事必要

消費電力 ・ポンプ駆動時 ２．２ｋＷ

・水タンクヒーター ５．０ｋＷ

（凍結防止ヒーターオプション取り付け時 ＋０．３ｋＷ）

電源ケーブル ５ｍ

ポンプ ２．２ｋＷ

水タンクヒーター ５ｋＷ、５０℃固定

吐出種類 ５０Ｈｚ ０Ｈｚ６

吐出流量 吐出圧力 吐出流量 吐出圧力

高圧水 １１．５Ｌ／ｍｉｎ １２．７Ｌ／ｍｉｎ ＭＰａ６．５ＭＰａ ８

高圧洗剤 １１．５Ｌ／ｍｉｎ １２．７Ｌ／ｍｉｎ ＭＰａ６．５ＭＰａ ８

泡洗剤 ３．５Ｌ／ｍｉｎ ４．２Ｌ／ｍｉｎ

撥水剤 １１．５Ｌ／ｍｉｎ １２．７Ｌ／ｍｉｎ ＭＰａ６．５ＭＰａ ８

薬剤注入方式 負圧吸引、ニードルバルブによる手動調整

ノズル数 ･高圧水、高圧洗浄、撥水剤・・・・・・共用１本

･泡洗剤・・・・・・・・・・・・・・・専用１本

洗浄ガン ･高圧ホース長さ １３ｍ

･泡ホース長さ １０ｍ

水タンク ステンレス 約８０Ｌ

給水条件 ･給水量 １５Ｌ／ｍｉｎ以上

･給水口 １７ｍｍ（ホース内径１５ｍｍ）

泡の生成方法 圧縮エアーの混合方式

圧縮エアー条件 ０．５～１ＭＰａ

使用ケミカル 撥水剤：ベースコート

泡洗剤、高圧洗剤：パワームース

オプション ･回転式ホースポール

･水取り出し用蛇口

･凍結防止用ヒーター０．３ｋＷ

･エアーガンキット（ホース長さ１０ｍ）

凍結対策 放水回路、凍結防止用ヒーター
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．機械概要２

２.１ 外形図
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．機械概要２

２.２ 各部の名称

■本体外観
洗剤ボタン

高圧水ボタン 泡ボタン

撥水ボタン

停止ボタン

高圧ガン

泡ガン

本体固定ボルト

■本体内部
放水量調整バルブ 設定スイッチ

制御ボックス

高圧ポンプ

減圧弁 各ケミカル流量

調整バルブ

エアー

レギュレーター

フィルター（ユニオン内）

撥水剤タンク 泡洗剤タンク

設定スイッチ

左から 操作電源スイッチ

洗浄・凍結防止スイッチ

水タンクヒータースイッチ
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．機械概要２

２.３ 配管系統図
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．機械概要２

２.４ 電気部品配置図

(c)
 Ke
eP
er 
Gik
en
. A
ll R
igh
ts 
Re
ser
ved
.



- 2-5 -

．機械概要２

２.５ ケミカル吸引について

放水

給水 負圧発生部 高圧切替電磁弁

※水で充満させる 及び各ガンへ

水タンク

チェックバルブ

泡洗剤タンク 撥水剤タンク

高圧洗剤タンク

ケミカルの吸引は、高圧ポンプ一次側（斜線部）に発生している負圧により吸引するものです。

負圧の発生方法は、高圧ポンプが動作すると水タンク吐水口にあるチェックバルブを開こうとして、高圧ポンプ給水口に

吸引力が発生します。その吸引力が負圧となります。

ただし、チェックバルブを開く負圧を発生させるためにはポンプ一次側（斜線部）が水で充満されている必要があります。

設置時や、ケミカルタンクが空で空気を吸った場合、十分な負圧を発生させることができないため水の吐出や洗剤吸引

ができません。

その場合は洗浄・凍結防止スイッチをＯＮし放水させることにより、ポンプ一次側を水で充満させる必要があります。
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．制御詳細３

３．１ 制御盤内配置図

RY6（水タンク水位用 RY7（水タンク水温用

RY5（凍結防止 リレー） リレー）

及び放水用リレー）

HC（水タンクヒーター MC1（モーターコンダクタ）

コンダクタ） サーマル設定

９．３A

ヒューズホルダー

（ダクト内）

RY2（洗剤用リレー） RY4（泡用リレー）

RY10（泡用リレー）

RY3（撥水用リレー）

RY1（高圧水用リレー）

注） RY1～5とRY10はAC200V定格、

RY6とRY7はAC24V定格のリレーとなります。
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．制御詳細３

３．２ 設定スイッチについて

■操作電源ＳＷ

操作電源SWは本体正面の「停止」、「高圧水」、「洗剤」、「泡」、「撥水」のボタンの電源スイッチです。

操作電源 ON で操作可能となり、OFF で無効となります。外部操作を禁止したいときなどに使用します。

本装置の主電源ではありません。

■洗浄・凍結防止ＳＷ

洗浄・凍結防止SWは

①ケミカル析出による本体内の配管寿命（詰まり）をできるだけ長くするため、終業時に放水により配管

洗浄を行う。

②凍結対策として放水・凍結防止ヒーター（オプション）の操作を行う。

以上の２つの目的を主としたスイッチです。ON にすると高圧ガン、泡ガンから放水されます。

「凍結防止ヒーターオプション（注1）」が装備されている場合は、スイッチをONすることでヒーター

が加熱され、本体の保温が行われます。

注1） 寒冷地の場合は「凍結防止ヒーターオプション」を取り付ける必要があります。凍結防止ヒーター

オプションはフィンヒーターとファンで本体内の凍結を防止します。

■水タンクヒーターＳＷ

水タンクヒーターSWをONにすると水タンク内のヒーターが加熱し、タンク内の水を暖められます。

水タンクには、渇水検知のためのフロートスイッチと感温センサ（５０℃以上でOFF）が取り付けられ

水温が50℃になった場合及び、水タンクない渇水状態になった場合には自動的にヒーターは停止されます。

凍結のおそれがあるときは、水タンクヒーターSWを ON にします。
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．制御詳細３

３．３ 洗車開始/停止条件

高圧水、洗剤、撥水、泡の各工程を開始及び停止させるための条件

動作工程 洗車開始/停止 制 御 条 件

高圧水 以下の条件を全て満たしたときに、各操作ボタン 開始する開始条件 が ON で

1) 操作電源SWがONであること洗剤

2) 高圧ポンプサーマルがトリップしていないこと
3) 洗車が停止されていること (注1)撥水

4) 水タンクに水が入っていること。

泡

以下の条件を一つでも満たしたときに停止する停止条件

1) 停止ボタンを押したとき
2) 操作電源SWをOFFにしたとき
3) 高圧ポンプサーマルがトリップしたとき
4) 水タンク内が渇水のとき

注1) 基本的には、停止ボタンを押して停止せずに別の工程へ移行することはできません。

但し、

「洗剤」→「高圧水」

「撥水」→「高圧水」

の２パターンのみ、移行が可能です。

３．４ 洗浄・凍結防止（放水・ヒーター）・水タンクヒーター開始/停止条件

洗浄・凍結防止(放水・ヒーター)、水タンクヒーターを開始及び停止させるための条件

動作工程 洗車開始/停止 制 御 条 件

洗浄・凍結 以下の条件を全て満たしたときに開始する開始条件
防止

1) 洗浄・凍結防止SWが ON になっていること（放水・

2) 洗車が停止されていることヒーター）

以下の条件を一つでも満たしたときに停止する停止条件

1) 洗浄・凍結防止SWをOFFにしたとき
2) 洗車を開始したとき。

水タンク 以下の条件を全て満たしたときに開始する開始条件
ヒーター

1) 水タンクヒーターSWが ON になっていること
2) 洗車が停止されていること
3) 水タンク内に水が入っていること。
4) 水タンクの水温が50℃以下であること。

以下の条件を一つでも満たしたときに停止する停止条件

1) 水タンクヒーターSWをOFFにしたとき
2) 洗車を開始したとき
3) 水タンク内が渇水のとき
4) 水タンクの水温が50℃を超えたとき。
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．制御詳細３

３．５ 各動作における電磁弁・ポンプ・リレー動作表

AW-01に関しての各動作中における電磁弁・ポンプ・リレーの動作表

高圧ポンプ SV1 SV2 SV3 SV4 SV5 SV6 SV7 RY10 RY1 RY2 RY3 RY4 RY5 RY6 RY7

高圧水 ○ ○ ○ ○

洗剤 ○ ○ ○ ○ ○

撥水 ○ ○ ○ ○ ○

泡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水ﾀﾝｸﾋｰﾀ ○ ○ ○

洗浄・凍結 ○ ○ ○ ○

防止

○ ：動く

空白：動かない

／ ：関与しない（どちらの場合も有り）

３．６ ヒューズについて

ヒューズは下表のとおり、機器の保護、または故障時の遮断として取付けられています。

MC1 SV1 SV2 SV3 SV4 SV5 SV6 SV7 RY10 RY1 RY2 RY3 RY4 RY5 RY6 RY7 HT1 HT2 FUN

(250V 1A) ○ ○ ○F1

(吐出系)

(250V 1A) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○F2

(ケミカル系)

(250V 0.3A) ○F3

(凍結防止系)

(250V 0.3A) ○ ○F4

(水タンク系)

(250V 3A) ○ ○F5

(耐寒OP系)

ヒューズは制御盤ダクト内のヒューズホルダー（半透明）に格納されています。ヒューズホルダー

には番号が記入されています。点検または交換の際は必ず元電源を切ってから行ってください。

F1 ・・・ 250V 1A F4 ・・・ 250V 0.3A

F2 ・・・ 250V 1A F5 ・・・ 250V 3A

F3 ・・・ 250V 0.3A （ヒューズの適合サイズはφ6.4×30）
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．制御詳細３

３．７ 制御回路図 (1/2)

(c)
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．制御詳細３

３．８ 制御回路図 (2/2)
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４．設置要領

４.１ 梱包内容確認

■本体同梱品

以下の部品は本体とともに梱包されています。

１ 取扱説明書 １

（巻末保証書付）

２ 扉開閉用鍵 ２

３ 高圧ガンＡｓｓｙ １

４ 泡ノズルＡｓｓｙ １

５ ホースバンド 各１

（大：泡ガンホース取付用）

(小：エアーホース取付用)

６ ケミカルタンク ２

・高圧、泡洗剤用

・撥水剤用

ホースクリップ １

７

座金組込みなべ小ねじ １

８

アンカー金具

９ （梱包輸送時本体 ２

取付品）

ハイアンカーボルト ２

１０

(c)
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４．設置要領

４.２ 別途必要部材

①本機専用の元電源ブレーカーをご用意ください。

・漏電遮断器 三相２００Ｖ ３０Ａ 感度電流３０ｍＡ 高速型

②端子・端子カバー(元電源ブレーカー接続用) ※注）必ず端子カバーを使用してください。

使用する漏電遮断器に合わせて、ご用意ください。

③給水ホース（内径φ１５ｍｍ）および、ホースバンド

④エアホース（内径φ６ｍｍ）

４.３ 本体の組立

■高圧ホースの取り付け

高圧ホースを本体に接続します。

ホース接続後、ホースクリップ、座金組込みなべ小ねじ（Ｍ４×１０－ＳＵＳ Ｐ＝３）

にて固定します。

■泡ガンホースの取り付け

泡ガンホースを本体に接続し、ホースバンド（大）で締め付けます。

■給水ホースの取り付け

給水口に給水ホースを接続し、ホースバンドで締め付けます。

グロメットが正常に取り付いて

いることを確認してください。

板金とホースが直接接触すると

ホースが切れることがあります。

高圧ホース
給水ホース

泡ガンホース

ホースバンド（大）

ホースバンド
ホースクリップ

(c)
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４．設置要領

■エアホースの取り付け

エアー接続口にエアホースを接続し、

ホースバンド（小）で締め付けます。

■電源コードの接続

本機専用の元電源ブレーカーに電源コードを接続します。

危険
・Ｄ種設置工事を必ず施すこと。

（施されない場合、漏電時に感電のおそれがあります。）

・電源には漏電遮断器（容量:３０Ａ、遮断電流３０ｍＡ、高速型）を取り付

けること。（接続しないと漏電時に感電・火災のおそれがあります。）

・接続する電源は本機専用にすること。

・電源ケーブルの接続には、必ず端子と端子カバーを使用してください。

（使用しないと漏電時に感電・火災のおそれがあります。）

■本体のアンカー固定

本体下部の本体固定ボルトにアンカー金具を取り付けハイアンカーボルトにて

アンカー固定をします。

ハイアンカーボルト

アンカー金具

本体固定ボルト

エアホース

ホースバンド
（小）

電源コード
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．各種調整５

ケミカルの濃度調整５.１

各ケミカル毎に調整バルブで調整します。

出荷時に流量調整済みですが、濃くしたい、又は薄くしたい場合は調整願います。

■調整方法

調整バルブのつまみを時計回りにまわすと、バルブが閉じていき濃度が薄くなります。

つまみを反時計回りにまわすと、バルブが開いていき濃度が濃くなります。

撥水剤 泡洗剤 洗剤

■濃度調整参考データ

各ケミカルの基準濃度と、調整バルブのつまみ回転角に対する洗剤吸引量の実験値を示します。

（吸引量調整時は実際の量を確認下さい。）

① 高圧洗剤 ： パワームース４

高圧ポンプ吐水量 ５０Hz : １１．５Ｌ／min

６０Hz : １２．７Ｌ／min

洗剤基準濃度 ０．１％

基準濃度時洗剤量 ５０Hz : １１．５cc／min

６０Hz : １２．７cc／min

参考データ

つまみ全閉からの回転量 吸引量（cc／min）

１／８ １４

１／４ ３６

１／２ ７１

減 増 つまみ

調整バルブ

(c)
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．各種調整５

② 泡洗剤 ： パワームース４

高圧ポンプ吐水量 ５０Hz : ３．５Ｌ／min

６０Hz : ４．２Ｌ／min

泡洗剤基準吸引量 １００cc／min

参考データ

つまみ全閉からの回転量 吸引量（cc／min）

１／４ ５２

１／２ １０２

１ １６３

③ 撥水剤 ： ベースコート２

高圧ポンプ吐水量 ５０Hz : １１．５Ｌ／min

６０Hz : １２．７Ｌ／min

撥水剤基準吸引量 ６０cc／min

参考データ

つまみ全閉からの回転量 吸引量（cc／min）

１／８ ２３

１／４ ６１

１／２ １２８

(c)
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．トラブルシューティング６

症 状 原 因 処 置

・電源を投入する

・水が出ない ・電源が入っていない （電源ブレーカー、本体内操作

電源スイッチ）

・水タンクが渇水している ・水タンクに水を供給する

・給水口ストレーナーが詰まっている ・ストレーナーを清掃する

・ポンプ給水ホースに空気がたまっている ・凍結防止スイッチをＯＮし、放水

（ポンプ一次側） する

・水タンク吐水口のチェックバルブCV-104 ・チェックバルブを清掃又は交換する

が固着している

・ポンプが動かない ・ポンプのサーマルがトリップしている ・サーマルを復帰させる。

 P6-2参照

・ポンプがエア噛みする ・ ケミカルが空になっている ・ケミカルを補給する

・ ケミカル調整バルブを開きすぎている ・全閉から３回転以内で調整する

・水タンク吐水口のユニオン内のフィルタ ・フィルターを清掃する

ーがごみ詰まりしてキャビテーションが その際はユニオンパッキンを新品に

発生している  P2-2参照 交換する

・ケミカルが出ない ・ケミカルが切れている ・ケミカルを補給する

・ケミカルフィルターが詰まっている ・ケミカルフィルターを清掃する

・流量調整バルブが閉じている ・流量調整バルブを開く

・水タンク吐水口のチェックバルブCV-104 ・チェックバルブを清掃又は交換

が固着又はゴミ詰まりしている する

（ポンプ一次側に負圧がたっていない）

・ケミカル供給配管が詰まっている ・配管の洗浄をする

・泡にならない ・エアーが供給されていない ・エアーを供給する

・エアー圧力が調整されていない ・エアー圧力を調整する

・水量が不足している ・泡側の流量調整バルブを調整する

・放水されない ・放水量調整バルブが閉じている ・放水量調整バルブを開く

・洗浄・凍結防止スイッチがＯＮになって ・洗浄・凍結防止スイッチをＯＮに

いない する

・高圧ガン、泡ガン両方 ・高圧切替電磁弁にゴミが詰まっている ・高圧切替電磁弁を清掃する

から水がでる （吐出開始・停止時に一瞬出るのは故障  P7-3,7-4,7-5参照

ではありません）
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．トラブルシューティング６

〈サーマルを復帰させる方法〉

１．本機接続元の電源ブレーカーを「ＯＦＦ」にします。

２．制御ボックス内右側にあるサーマルの

リセットボタンを押してください。

サーマル

警告
・感電事故防止のため、制御ボックス内で作業するときは

必ず元電源ブレーカーを「ＯＦＦ」にしてください。 リセット

ボタン(白)

(c)
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．主要部品構造図７

７.１ アンローダー構造図（高圧ポンプ取付）

型式 ： VB７／３ 部品番号９３４１５０

パーツコード ： ０８０１２２５６

２２ ９３４１５４ アダプター １

２１ ９３４１５３ アッシュクコイルバネ １

２０ ９３４１５２ ベン １

１９ ９３４１４１ Oリング １ ３×６

１８ ９３４１４０ ベンザウケ １

１７ ９３４１３９ Oリング ２ １．７８×１８．７７

１６ ９３４１３８ ベンザ １

１５ ９３４１３７ Oリング １ １．７８×１１．１１

１４ ９３４１３６ ベン １

１３ ９３４１３５ バックアップリング １ １１．６×７

１２ ９３４１３４ Oリング １ １．７８×１７．１７

１１ ９３４１３３ ピストンガイド １

１０ ９３４１３２ トメネジ １ M４×４

９ ９３４１３１ ロッカクナット １ M１８×１

８ ９３４１３０ ピストン １

７ ９３４１２９ Oリング ２ ２．６２×６．０２

６ ９３４１２８ バックアップリング １ １１×６．４

５ ９３４１２７ バネウケ １

４ ９３４１２６ アッシュクコイルバネ １

３ ９３４１２５ チョウアツキャップ １

２ ９３４１５１ ボデー １

番号 部品番号 部品名称 個数 備考

注 部品番号は全てメーカー（マルヤマエクセル）番号
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．主要部品構造図７

■吐出切替について

本電磁弁はパイロット式電磁弁です。

吐出開始時に、ポンプからの吐出圧力が電磁弁に伝わるまでの一瞬は弁が完全に閉じきれず、両方のガンから

吐出されることがあります。

また、停止時も弁開閉の速度の関係により、両方のガンから一瞬吐出されることがあります。

電磁弁の特性であり、故障ではありません。

ただし、両方のガンから吐出が止まらない場合は弁部にゴミが詰まっていますので、清掃してください。

■弁部の清掃について

本電磁弁の弁部は構造図（前ページ）⑩メインバルブAss'yですが、清掃の際は⑫ボンネットを外す必要が

あります。ボンネットは専用工具で外すことができます。

●専用工具

ロッド RDOC6-15 (×2)

ボンネット開閉冶具 十字穴付きさら小ねじ

六角ボルト ボンネット開閉ガイド 図A3015768 Ｍ６×１０ (×2)

Ｍ８×３０ 図A3015769

●ボンネット取り外し方法

１．電磁弁をボンネット開閉ガイドに十字穴付きさら小ねじで固定します。

電磁弁

十字穴付きさら小ねじ

ボンネット開閉ガイド ボンネット

２．ボンネットの穴に、ロッドを付けたボンネット開閉冶具を差し込み、六角ボルトで軽く押さえ付けます。

六角ボルト

ボンネット開閉冶具
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．主要部品構造図７

３．ボンネット開閉ガイドの両端を足で踏み、ボンネット開閉冶具をパイプレンチで４５°ぐらい回し、

ボンネットを緩めます。

４．電磁弁から専用工具を外し、ボンネットを取り外します。

⑩メインバルブAss'y

⑪スプリング

⑫ボンネット

ボンネット
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